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平成29年 6月15日

書店組合３階会議室

東京都書店商業組合青年部

平成２８年度活動報告

平成２８年４月　１日より

平成２９年３月３１日まで

Ⅰ概況
我が国の経済状況は、景気は緩やかな回復基調にあると言われている。しかし、中小企業、特に小規模企業にとっては全くと言っていいほど実感されていない状況である。日銀による、景気回復の要であるマイナス金利政策も、デフレ脱却、２パーセントの物価上昇も達成されず、逆に0.1％下落してしまった。個人消費も消費税増税をきっかけに低迷が続き、消費者は未来への不安からの節約志向に向いてしまった。日本経済全体は「今後も更に緩やかな成長」をと期待しているが、間違いなく中小企業には当面厳しい時代が続くと予想せねばならない状況である。２０２０年には我が国が待望としていた東京オリンピックが開催され、我々中小企業にも活気ある未来の兆しが感じられることを切に願う。
我が出版業界においては、今期の出版物の販売金額が前年比３．４％減の１兆４千7百億と、12年連続のマイナス成長で、1991年の市場規模にまで戻ってしまった。書籍は１０年連続、雑誌に至っては１９年連続のマイナス成長が継続している。我々の親団体である東京都書店商業組合加盟店も約３７０店と大きく減少し、ピーク時の昭和５８年の１４２６店から比較すると、３割を切ってしまうという危機的な状況になってしまった。
業界内の事件としては、日本地図共販が自己破産を申請。そして、大手取次日販が文教堂の筆頭株主となり、トーハンは住吉書房、八重洲ブックセンター、あおい書店を傘下に収め書店のＭ＆Aが更に加速した一年であった。印刷大手の大日本印刷がCHIグループを設立し丸善、ジュンク堂、図書館流通センターを相次いで傘下にし、業界再編という大資本による寡占化が表面化された。その大資本による寡占化が更に加速され、この業界の正常な発展を大きく阻害している原因であると今指摘したい。
電子出版市場は２７％増の1900億円という規模に成長し、出版社によっては大幅な収益改善を達成している版元もあるが、あくまでもコンテンツが提供できる一部の大手出版社のみである。また一方で、既存出版物が落ち込みを見せる中、ベネッセ、ぴあ、KADOKAWA、ゼンリンなど出版事業以外に強みを持つ企業の業績は堅調に推移し、ベネッセは通信教育『進研ゼミ』を、ぴあは情報・チケット販売を、ゼンリンはカーナビなど地図データベース事業を、角川グループは『ニコニコ動画』を運営するドワンゴと経営統合し、既存の出版事業からの脱却を図り、クロスメディアコンテンツでの収益を拡大している。また、NTTドコモの定期雑誌読み放題サービス「ⅾマガジン」も会員数を331万人にも拡大した。
今後も、既存出版物の売上の減少は続くものと予想され、出版業界にはインターネットという大きな時代の変化への対策が急務であると改めて提案したい。
紙の本での販売では、大手通販のアマゾンだけが飛躍的に大きく実績を伸ばしている。この状況を黙認していれば、出版業界のみではなく、小売業全般に大きな打撃を被ることになりかねない。

このような現状を考えれば、今まで業界を支えて来た仕組みが時代に取り残され、完全に大きな疲労を起こしていると言わざるを得ない。今までのような仕組みでは我々書店は縮小の一途をたどることはもう誰も否定できない状況になった
今こそ業界３団体が本気で、業界の未来を考え、会話を持ち、行動を起こす時期である。
特に取次業に関しては中小書店の補助という本来の目的に立ち返り、中小出版社・中小書店と共に再生できるかを改めて再考し、今後の業界の正当な物流を担える役目を果たせるかが、今後の動向の鍵となると思われる。

そして書店は本を愛する読者の一人、一人の為にしっかり本を手渡すという役割を今後もしっかり果たしていかなければならない。自治体に書店が一店もないという現状を業界が一体となり、国民を巻き込んで改善していかなければならない。

青年部の活動は、本屋の存在を守り抜き、その為の利益も含めた環境を確保する新しいステージに入いっている。メンバーはこの目標で誠の信頼関係を構築しつつある。今後も確実に目標に向かって若い力を結集し、今までの枠にこだわらない発想で、皆様と対話をしていきます。関係者におかれましては一層のご協力をお願い申し上げます。
Ⅱ　会員数の現況

　平成２９年３月３１日現在　　　　　１18名

Ⅲ　会議等の開催の概要

１総会

　第２６回通常総会

　開催日　　　　　　平成２８年６月１６日

　開催場所　　　　　東京都書店商業組合　会館３階会議室

　【審議及び議決の内容】

第一号議案　平成２７年度活動報告承認の件（原案通り可決）

第二号議案　平成２７年度会計報告承認の件（原案通り可決）

　　　　　　　　　監査報告

第三号議案　平成２８年度活動計画決定の件（原案通り可決）

第四号議案　平成２８年度収支予算決定の件（原案通り可決）

　２理事会

平成２８年度第１回理事会　　　平成２８年４月１４日(木)　書店組合４Ｆ会議室　出席９名

理事　ビーブックス（平井久朗）、明昭館書店（田中紀光）、大和書店（田中久隆）、王様書房（柴崎王陽）、小川書店（小川頼之）、新橋書店（山辺真次）、雄文堂（矢澤達治）、八雲堂書店（新倉修）　会員　野上書店（野上秀和）

議題

1 青年部ホームページ現状報告

（1） アクセス数報告

（2） 協賛契約状況報告

（3） 全国版制作作業進捗状況報告

（4） アフィリエイト成約金額の報告

2 第26回青年部総会準備の件

3 店頭活性化委員会からの報告（誠文堂新光社、ＰＨＰ研究所）

4 その他（Fujisanについて、ダイヤモンド社との意見交換、分冊百科について、河出書房新社プレゼンテーション）

平成２８年度第２回理事会　　平成２８年５月１２日(木)　書店組合３Ｆ会議室　出席１３名

理事　ビーブックス（平井久朗）、明昭館書店（田中紀光）、三弥井書店（吉田敬弥）、雄文堂（矢澤達治）、新橋書店（山辺真次）、椿書房（田島英治）、大和書店（田中久隆）、甲文堂書店（越石功）、王様書房（柴崎王陽）、小川書店（小川頼之）、江戸川書房（秋葉良成）、分梅書店（下向紅星）、会員　野上書店（野上秀和）

議題

1 青年部ホームページの現状報告

（1） アクセス数報告

（2） 協賛契約状況報告

（3） 全国版制作作業進捗状況報告

（4） アフィリエイト成約金額の報告

2 店頭活性化委員会報告（Ｊリサーチ出版、河出書房新社）

3 第26回総会準備について

4 新事業委員会報告

5 その他

平成２８年度第３回理事会　平成２８年６月１６日(木)　 書店組合3F会議室　　出席１２名

理事　ビーブックス（平井久朗）、明昭館書店（田中紀光）、三弥井書店（吉田敬弥）、雄文堂（矢澤達治）、江戸川書房（秋葉良成）、ここから書房（野田剛）、椿書房（田島英治）、大和書店（田中久隆）、甲文堂書店（越石功）、王様書房（柴崎王陽）、小川書店（小川頼之）、八雲堂書店（新倉修）

議題

1 店頭活性化委員会報告（ＰＨＰ研究所、コスミック出版、あさ出版）

2 富士山マガジンサービスとの意見交換会の報告

3 青年部ホームページの現状報告

（1） アクセス数報告

（2） 協賛契約状況報告

（3） 全国版作業進捗状況

（4） アフィリエイト成約金額の報告

4 総会の進行・段取りについて

5 その他

平成２８年度第４回理事会　　　平成２８年７月１４日(木)　ここから書房喫茶スペース、出席１３名

理事　ビーブックス（平井久朗）、真光書店（矢幡秀治）、明昭館書店（田中紀光）、三弥井書店（吉田敬弥）、雄文堂（矢澤達治）、新橋書店（山辺真次）、小川書店（小川頼之）、椿書房（田島英治）、大和書店（田中久隆）、甲文堂書店（越石功）、王様書房（柴崎王陽）、ここから書房（野田剛）、会員　野上書店（野上秀和）

議題

1 第26回総会総括

2 青年部ホームページの現状報告

（1） アクセス数報告

（2） 協賛契約状況報告

（3） 全国版制作作業進捗状況報告

（4） アフィリエイト成約金額の報告

3 店頭活性化委員会報告（徳間書店、あさ出版、PHP研究所、Ｊリサーチ出版）

4 版元プレゼンテーション（Tokyomall）
平成２8年度第５回理事会　　　平成２8年８月5日(金)　 枻出版社会議室、出席１１名

理事　ビーブックス（平井久朗）、明昭館書店（田中紀光）、三弥井書店（吉田敬弥）、雄文堂（矢澤達治）、八雲堂書店（新倉修）、小川書店（小川頼之）、椿書房（田島英治）、大和書店（田中久隆）、甲文堂書店（越石功）、王様書房（柴崎王陽）、会員　野上書店（野上秀和）

議題

1 青年部ホームページの現状報告

（1） アクセス数報告

（2） 協賛契約状況報告

（3） 全国版制作作業進捗状況報告

（4） アフィリエイト成約金額の報告

2 店頭活性化委員会報告（各企画の担当者選任について）
3 青年部リクリエーションについて
4 版元プレゼンテーション（枻出版社）
5 その他

平成２８年度第６回理事会　　　平成２８年９月９日(金)　書店組合3階会議室、出席１１名

理事　ビーブックス（平井久朗）、真光書店（矢幡秀治）、明昭館書店（田中紀光）、三弥井書店（吉田敬弥）、小川書店（小川頼之）、椿書房（田島英治）、大和書店（田中久隆）、甲文堂書店（越石功）、王様書房（柴崎王陽）、江戸川書房（秋葉良成）、会員　野上書店（野上秀和）
議題

1 青年部ホームページの現状報告

（１）アクセス数報告

（２）協賛契約状況報告

（３）全国版制作作業進捗状況報告

（４）アフィリエイト成約金額の報告

2 店頭活性化委員会報告（河出書房新社、徳間書店、誠文堂新光社）

3 青年部リクリエーション収支報告
4 神保町ブックフェスティバルについて
5 その他（カレンダー販売、書店大商談会について、主婦の友社プレゼンテーション）

平成２８年度第７回理事会　　　平成２８年１０月１４日（金）　書店組合３階会議室、出席１０名

理事　ビーブックス（平井久朗）、明昭館書店（田中紀光）、三弥井書店（吉田敬弥）、小川書店（小川頼之）、江戸川書房（秋葉良成）、大和書店（田中久隆）、井荻書店（長谷川桂）、甲文堂書店（越石功）、王様書房（柴崎王陽）、会員　野上書店（野上秀和）

議題

1 店頭活性化委員会報告（徳間書店、誠文堂新光社、枻出版、主婦の友社、河出書房新社、日本語教本３社合同企画、カレンダー販売）

2 青年部ホームページの現状報告

（1） アクセス数報告

（2） 協賛契約状況報告

（3） 全国版製作作業進捗状況報告

（4） アフィリエイト成約金額の報告
3 新事業委員会報告（書店セミナーについて）

4 庶務委員会報告（神保町ブックフェスティバルについて）
5 読書推進活動の補助金活用について

6 その他

平成２８年度第８回理事会　　平成２８年１１月１６日（木）　書店組合３階会議室、出席１１名

理事　ビーブックス（平井久朗）、真光書店（矢幡秀治）、明昭館書店（田中紀光）、三弥井書店（吉田敬弥）、小川書店（小川頼之）、江戸川書房（秋葉良成）、大和書店（田中久隆）、甲文堂書店（越石功）、王様書房（柴崎王陽）、八雲堂書店（新倉修）、会員　野上書店（野上秀和）

議題

1 店頭活性化委員会報告（日本語教本３社合同企画、主婦の友社）

2 青年部ホームページの現状報告

（1） アクセス数報告

（2） 協賛契約状況報告

（3） 全国版製作作業進捗状況報告

（4） アフィリエイト成約金額の報告

3 定期雑誌正味引き下げについての意見交換
4 週刊分冊百科の販売方式について

5 新事業委員会報告（書店セミナーについて）

6 神保町ブックフェスティバルの収支報告
7 読書推進活動の補助金活用について
8 青年部新年懇親会について

9 版元プレゼンテーション（リクルート、小学館、白水社、かんき出版）

平成２８年度第９回理事会　　　平成２８年１２月８日（木）　書店組合３階会議室、出席１１名

理事　ビーブックス（平井久朗）、真光書店（矢幡秀治）、明昭館書店（田中紀光）、小川書店（小川頼之）、三弥井書店（吉田敬弥）、江戸川書房（秋葉良成）、大和書店（田中久隆）、椿書房（田島英治）、甲文堂書店（越石功）、王様書房（柴崎王陽）、会員　野上書店（野上秀和）

議題

1 店頭活性化委員会報告（日本語教本３社合同企画、主婦の友社、河出書房新社、枻出版）
2 定期雑誌正味引き下げについての第一回会議報告

3 青年部ホームページの現状報告

（1） アクセス数報告

（2） 協賛契約状況報告

（3） 全国版製作作業進捗状況報告

（4） アフィリエイト成約金額の報告

4 新事業委員会報告（書店セミナーについて）

5 青年部新年懇親会について
6 読書推進活動の補助金の活用について
7 その他
平成２８年度第１０回理事会　　　平成２９年１月１２日(木)　書店組合３階会議室、出席１１名

理事　ビーブックス（平井久朗）、明昭館書店（田中紀光）、八雲堂書店（新倉修）、小川書店（小川頼之）、三弥井書店（吉田敬弥）、江戸川書房（秋葉良成）、大和書店（田中久隆）、井荻書店（長谷川桂）、椿書房（田島英治）、王様書房（柴崎王陽）、会員　野上書店（野上秀和）

議題

1 店頭活性化委員会報告（PHP研究所、徳間書店、サイゾー、河出書房新社）

2 新事業委員会報告（書店セミナーについて）

3 青年部ホームページの現状報告

（1） アクセス数報告

（2） 協賛契約状況報告

（3） 全国版製作作業進捗状況報告

（4） アフィリエイト成約金額の報告

4 青年部新年懇親会について

5 版元プレゼンテーション（婦人之友社、マキノ出版）

平成２８年度第１１回理事会　平成２９年２月９日(木)　ビール＆ワイングリル銀座ライオン銀座七丁目店　出席１４名

理事　ビーブックス（平井久朗）、真光書店（矢幡秀治）、明昭館書店（田中紀光）、三弥井書店（吉田敬弥）、江戸川書房(秋葉良成）、小川書店（小川頼之）、大和書店（田中久隆）、井荻書店（長谷川桂）、椿書房（田島英治）、甲文堂書店（越石功）、王様書房（柴崎王陽）、八雲堂書店（新倉修）、新橋書店（山辺真次）、　会員　野上書店（野上秀和）

議題

1 庶務委員会（新年懇親会の段取りについて）
2 店頭活性化委員会報告（サイゾー、PHP研究所、日本語教本３社合同企画、マキノ出版、婦人之友社、他）

3 青年部ホームページの現状報告

（1） アクセス数報告

（2） 協賛契約状況報告

（3） 全国版製作作業進捗状況報告

（4） アフィリエイト成約金額の報告

4 取次会社との意見交換会出席報告

5 新事業委員会報告(書店セミナーについて)
6 その他（掘り出し選書について、新企画について）
Ⅳ　その他の主な活動

A） 青年部レクリエーション

平成２８年９月４日（日）　金沢八景 海の公園　潮干狩り＆バーべキュー

参加者　２６名

Ｂ）神保町ブックフェスティバル

　　平成２８年１０月２９日(土)、30日（日）

Ｃ）新年懇親会　

　　平成２９年２月９日(木)　銀座ライオン　クラシックホール

参加者　約１１０名　

祝辞を小学館PS 首都圏支社長　北尾健様。乾杯を株式会社トーハン 東京支店長　竹林克巳様。

Ⅴ　委員会報告

１．ＮＥＴ店頭連動委員会
青年部ホームページには平成28年度には下記の様なトピックがあった。

・28年4月：丸善ジュンク堂のホームページがhontoに統合され、青年部の検索システムでこれに対応した結果、文教堂の在庫検索が可能になった。
・28年5月：三省堂書店のＰＣ用ＨＰに対応し、三省堂書店全店の在庫検索が可能になった。
・28年10月：全国の書店データを最新の共有マスタに更新。

・28年10月：ＨＰのタイトルを「東京都書店案内」から「全国書店案内」に変更。

・29年2月：27日に最高アクセス人数16772人を記録。
・29年3月：アクセス数の伸びが鈍化し横ばい傾向が鮮明になる。
[image: image2.png]n
&
5

a
e
)
)
o

E%
N
BN
< P
.

BN
BRI L e | H0TE9T0Z
i

sy
s
e
sy
s

Hesstoz

etz

Yoz
S

RN grrasior
g E%HH/ e

> hristoe
'« Yoo

Lotz
.
IS B T 38 - HoxsT0Z
frevers
e
yesstoe
ST~ <SR- Leskstoz

yrsgstor
yerspror
yrtdptor
yorsror
Yooz
yesgpnor
yegor
Yooz
Yoz
Yoz
Yooz

Yoz
yrartoz

10000
5000
a000
7000
6000
s000
a000
3000
2000
1000

—a— 18R IEEERRAEHER

1 BFEPOEIAB(Y i s i)




元々あった書店紹介機能と在庫検索機能の便利さがユーザーに浸透しつつある為、本年度もアクセス数は伸び、29年2月には1日平均9045人の月単位での過去最高を、29年2月27日には1日16772人となり1日単位での過去最高を記録した。但し、期外の29年4月に対前年で初めて減少となり、現状のままではアクセス数が頭打ちであることがはっきりしてきた。これは、青年部ＨＰがスマホでは操作しづらく、Google検索結果にも「ページがモバイル フレンドリーではありません。」と表示されてしまうことが原因だと考えている。インターネット全体でもスマホ内のアプリとブラウザからのアクセスが伸び、ＰＣやipad等の大きな画面からのアクセスの伸びは止まっている様である。これに対処するかどうかはインターネットの将来を見通す非常に高度な判断になる上、コストもかかるので当面は静観し、対書店に対しての営業活動を強化してアクセス数よりも収益を上げる活動をしてゆくのが望ましいと考えている。
広告収入については、昨年広告掲載いただいていた会社のうち１社を除いた15社にご継続いただき、1社につき20,000円いただいていて計300,000円の収入になっている。アフィリエイト収入については、成約金額では916,128円、収入では24,682円になっている。
以下に昨年目標それぞれについて報告する。
1 ホームページの読者への広告
　地方の方のアクセスが東京に比べて少ない様なので、ＨＰのタイトルを「東京都書店案内」から「全国書店案内」に変更した。これにより10%程度はアクセス数が増加している様だが、東京都とその他の道府県の書籍の販売冊数比は１０倍程度だと思われるのであと3倍程度はアクセスが増加する余地があると思われる。まだまだ東京都以外の道府県への広告不足の様である。

2 ホームページのへの版元からのリンクを増やす
　今年度新たに「法政大学出版局」「大学出版部協会」「大村紙業書誌サイト」「東京創元社」「共立出版」「笠間書院」「明治書院」「東京電機大学出版局」「学研メディカル秀潤社」「まどか出版」「虹有社」がリンクをしてくれた様だが、これは特に営業した成果ではなく、各者が自主的にリンクしてくれたものである。
3 ホームページのへの各県組合からのリンクを促す
　今年度は各県組合にアクセスする機会がなかった。

4 店内在庫を表示できる書店を増やす
2016年4月23日にhontoに対応し文教堂書店の、5月25日に三省堂書店のＰＣ用在庫検索ホームページに対応して三省堂書店の在庫検索が可能になった。これにより青年部ＨＰで在庫が見られる店は全国で1507店、都内でも174店となり全国の書店の15%を超え、都内では20%になろうという勢いとなった。
5 書店案内の充実
今年度は写真等を新たに追加できた店舗はなかった。
6 書店案内のメンテナンス
親会議事録中の組織委員会の報告と、業界紙の情報から店舗の情報は随時更新している。今年度も閉店の入力が多く、気が滅入る作業であった。また、前年度に引き続いて青年部会員店舗の閉店が4店あった。

7 広報機能を充実
　今年度は日書連書店金賞が中断してしまった為、昨年度以前から引き続き広報している「BOOKSMART Powerd by Bookers」「掘り出し選書」「東京の本屋おやじたちが推薦する文庫１０１」以外新たには広報機能を使用しなかった。

8 改善資金の調達
　昨年広告掲載いただいていた会社16社のうち1社を除いた１5社ご継続いただいており、堅調に推移している。収入は30万円で、この収入のうち半分の15万円を技術指導料として近藤様にお支払いしたので、今年も継続してプログラムの修正をお願いしてゆく。

アフィリエイト収入については、成約金額では916,128円、収入では24,682円になっている。このうち、組合加盟店を辿って成約されたものが625,994円あり、青年部収入が15,258円、組合員への払い戻し予定額が18,726円となっている。丸善ジュンク堂ＨＰへのアフィリエイト率が3.5%だったのに対し、後継のhontoが1%になってしまった為に青年部収入よりも多くの払い戻しが発生している。今後Hontoとアフィリエイト率の交渉をするか丸善ジュンク堂及び文教堂だけ払戻し率の変更をするかを検討する必要があると考える。
２．店頭活性化委員会
○　店頭活性化企画

１）PHP研究所とキャッシュバックキャンペーンを実施

増売商品「本所おけら長屋①～⑦」「すべてがうまくいく」「道をひらく」、52店舗が参加、総販売冊数2,573冊、報奨金総額\138,750円。
この内、本所おけら長屋シリーズだけで2,068冊もの実売を上げ、１店当たり40冊、１巻当たりでも平均6冊を町の本屋で売り上げた。この結果を知った著者の畠山健二先生たってのご希望により、ご本人が直接新春懇親会におみえになり、企画に参加したそれぞれの書店に対し直接感謝状を渡された。ＰＨＰ研究所取締役の後藤淳一様によると、その後発売された⑧巻はシリーズ過去最高の初版部数となり、売上初速も過去最速、最短の発売２日目での重版を決めるなど記録尽くしとなったそうで、青年部の企画のおかげでより広い範囲の読者にこの本を知らしめることができたことがヒットの大きな要因であるとのお言葉をいただいた。間違いなく面白い作品なので、平積みで展開すればお客様から感謝されること間違いなしです。畠山先生が今後、町の書店がもりあげた人気作家となることを願いたい。
２）河出書房新社とキャッシュバックキャンペーンを実施

増売商品「14歳の世渡り術シリーズ」　１１店舗が参加、総販売冊数93冊、報奨金総額\9,300

３）徳間書店と青年部オリジナル帯、報奨企画を実施
４）TAC出版と報奨企画実施

５）枻出版社との報奨企画進行中
６）Jリサーチ出版との報奨企画進行中
７）誠文堂新光社との報奨企画進行中
８）あさ出版との報奨企画進行中
９）マキノ出版との報奨企画進行中
１０）くろしお出版、凡人社、スリーエーネットワークの「日本語教材３社合同企画」進行中

○　掘り出し選書

入れ替えローテーションを行い平成28年９月１日から開始した。

各社３０～４０冊の出展で、前回ローテーションからの内容の大幅な変更を依頼したが、各社１０～１５冊の変更であった。

書店は3店舗店頭閉店で2書店を加え23書店で実施している。

実績は平成28年９月から１１月末で４８冊、１２月から平成2９年2月末で５７冊であった。実績は年々減少傾向のままである。まだ、一部実績報告のない店舗があるが24店舗の９割程度からの報告集計数である。
○青年部推奨カレンダー販売

毎年行っているクック＆ライフ社カレンダー販売実績、１,０２５部（前年１,１５０部89.1％）、参加書店数２２店（前年２５店88.0％）、新規参加店０店、参加辞退３店。昨年は青年部新理事の参加もあり新規参加店が大幅増加したが今年は新たな参加店はなく実績の出なかったお店の辞退が３店。

最初の申し込み部数も各店減少傾向であったが、客注による追加注文が入り１割程度の減少にとどまった。カレンダーの内容は例年通り仔猫・仔犬・花の写真と万人受けする内容。お店によっては手ごろな値段なので毎年購入される方もいらっしゃるようです。仕入１１５円のオープン価格ですのでお店ごとの価格設定で売れ残りなく利益確保できるようご販売いただきたい。
３．新事業委員会
○書店経営セミナー開催

平成２８年１１月２４日『書店経営に纏わる相続セミナー』を北区ここから書房で開催

参加書店　５店

平成２９年　１月２７日（土）『書店経営者の為の税法講習会』を書店組合会議室で開催

参加書店　１１名
４．庶務委員会　
○神保町ブックフェスティバル
平成2８年1０月２９日、３０日の２日間実施されたイベントに例年通り参加し、２日間ともお天気に恵まれ、今年も各店から募った商品をワゴン２台で安価に販売しました。販売商品は書タレ、雑貨、古書のセレクト品。２９日売上２９３、１００円、３０日売上１８９、３９０円。特に雑貨の売れ行きが際立ちました。今後もお客様に喜ばれる販売を行いたい。
○青年部懇親リクレーション
本年度は　９月４日（日）に金沢八景　海の公園に潮干狩り＆バーベキューをしに、貸し切りバスを利用し、幼児を含めた２６名で行って参りました。ほぼ雨の予想でしたが、当日は現場到着後、快晴になり、潮干狩りのアサリもよく獲れ、バーベキュー終了後にはみんなでスパの大浴場に入りました。普段の疲れを忘れ、童心にかえって楽しんだ一日になった。

５　渉外　中小企業団体中央会青年部協議会

1 東京都中小企業団体青年部協議会の青年部講演会に参加

日時　平成28年10月20日（木）

　　　場所　東京都中小企業会館９階講堂

　　　講演内容　「発想の転換　～常識を覆す手法で企業再生～」

　　　講師　いすみ鉄道株式会社　代表取締役社長　鳥塚　亮　氏

　　　

2 その他の主な日程

東京都中小企業団体青年部協議会第４１回通常総会　平成28年6月14日（火）
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1 青年部総会費 635,817

89名参加

1 補助金収入 700,000

2 役員会費 48,457

理事会費

2 事業収入 2,410,168

3 その他の会議費 189,521

監査会・研修会

企画会議等

青年部総会収入 622,000

4 交通費（理事会） 252,000

理事会

カレンダー売上 137,673

売上未収入

5 交通費（出版社等） 98,000

出版社

広告掲載収入 280,000

6 事務用品費 1,578 新年懇親会収入 830,000

105名参加

7 通信費 28,188

掘出配送代

レクリエーション収入 34,500

8 新年懇親会費 665,152 ブックフェスティバル収入 482,490

10/29.30

9 レクリエーション費 214,386

40名参加

アフェリエイト収入 23,505

売上未収入

10 その他の費用 931,087 3 受取利息 2

FAX一斉同報サービス費

37,730 4 雑収入 30,870

H27年度支部会計

未収消費税返還分

レンタルサーバー費

34,992

ホームページ技術指導料

140,000

振込手数料

4,536

東京都中小企業団体

青年部協議会費用

65,000

ＨＰ運営費

47,520

書店共有マスタ8640、e-

honランニング3240×12

カレンダー仕入

121,068

アフェリエイト分配金

18,682

未払金

ブックフェスティバル費

461,559

11 法人税負担金 64,231

3,128,417 3,141,040

12,623

3,141,040 3,141,040

科目 科目

平成28年度　東京都書店商業組合　青年部　決算報告書

損　益　計　算　書

（自平成28年4月1日～至平成29年3月31日）

費用の部 収益の部

小　　　計 小　　　計

当期利益



合　　　計 合　　　計
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106,792

未払金（HP技術指導料）

40,000

6,196

未払金（アフリエイト分配金）

20,803

みずほ銀行 6,196

137,673

23,505

213,363

前期繰越金 200,740

当期利益 12,623

274,166 274,166

　　平成２9年　　月　　日

東京都書店商業組合　青年部

　　会　　長　　　　　　　　　　　　　㊞

　　会　　計　　　　　　　　　　　　　㊞

上記の内容は適正なることを認めます。

会計監査

㊞

以上のとおり相違ありません。

現　　金

預　　金

未収入金（カレンダー売上）

未収入金（アフリエイト収入）

次期繰越金

　合　　　　　計 　合　　　　　計

平成28年度　東京都書店商業組合　青年部　決算報告書

貸　借　対　照　表

（平成29年3月31日）

資産の部 負債及び資本の部

科　　目 科　　目



平成２９年度活動計画

平成２９年　４月　１日から

平成３０年　３月３１日まで

Ⅰ　活動方針

　国民を巻き込んだ書店の存続意義の訴えをムーブメントにし、

街の書店の活性化を活動の第一に置く。そしてＩＴ環境推進と書店連動。
２０００年に全国で２１０００店あった書店数が２０１５年には１３０００店になった。このままでは町から書店が亡くなる。我々東京都書店商業組合青年部は『あなたは本屋のない町に住みたいですか？』というスローガンを掲げ、読者に訴え続けている。我が国日本は、狭い国土で、資源が少ないにも関わらず、世界の大国に引けを取らない成長を続けて来た。これは高い教育水準を礎に、活字文化が発展し、国民の高い知的水準を維持してきたことによるところが大きい。今、町から書店が消え、子どもからお年寄りまでが、『本』という紙で出来た作品に出会う、そして購入するとうとい機会を著しく逸している。このままでは我が国の財産である知識水準が低下し、国力を著しく損なう事態に陥ることに危機感を禁じ得ない。今こそ、街の書店の存在意義を国民に訴えていく活動を行う時期ではないだろうか。
インフラとしてのホームページ網も全国規模での展開が完了した状態で保有している。このインフラをメディアとして活用し、その読者への広告効果と各店それぞれが持つ商圏への発信力、各部員の行動力で実際に店に利益をもたらす企画をさらに加速させてゆく。
　具体的には以下の３つの柱を実現できる様努力してゆく。
1） 店頭活性化で、組合員が、さらにしっかりと実益の取れる、収益があがる企画を実行する。
2） ホームページを中心とする「全国書店案内」を活用した事業展開とそれによるネット書店利用読者層のリアル書店への取り込み。
3） 組合員の更なる増強。
4） 国民に街の書店の存在意義を訴える活動
概況にもあったように厳しい環境の中で、青年部は、部員各店の全体の利益率を向上させるまで様々な行動を続け、若者が書店を新規出店したくなる様な環境を造ってゆきたい。組織として一つにまとまりチャレンジすれば、こんな壮大な夢も実現できると信じている。今年度においては、国民に書店の存在意義を理解して頂ける運動を行っていきたい。その為にも、より多くの会員の参加と次の時代を担う書店の若いメンバーが、集い・意見を交わし合い・発信していける青年部であり続ける。
Ⅱ　活動計画

(1) 通常総会の開催
第２７回通常総会を開催する。
平成２９年６月１５日　（木）　書店組合３階会議室
(2) 理事会・執行部会の開催

平成２９年度理事会を３月を除く毎月1回行、計11回行う。
(3) 新年会、各種講演会・勉強会等（親会合同を含む）の開催。
(4) 掘り出し選書はじめ書店側提案の各種増売企画の推進。

(5) バスハイク等家族厚生企画懇親行事の開催。
(6) ＴＳ流通協同組合との事業協力。
(7) 東京都中小企業団体青年部協議会との交流

(8) 各店舗に利益をもたらす企画

(9) インフラとしての青年部ホームページの充実

(10) 青年部ホームページを使っての事業
(11) その他、書店に関わる事業

Ⅲ　委員会活動

(1) 書店再生委員会を設立
青年部内に書店再生委員会を立ち上げる。
業界再編への構想、立案、問題点の定義を定めスピーデイに活動していく。
・業界団体との会話をする場を多く設ける

・新事業委員会をここに統合する（利益向上・経営改善を得る新事業への展開を模索する、他業界・他業種の店頭展開の施策）
・ＴＳ流通協同組合との事業協力

(2) ＮＥＴ店頭連動委員会
ホームページの改善など情報化に関する以下の活動を通じて店頭に顧客を呼び込む以下の活動を行う。
・ホームページの読者への広告

読者への広告を行い、ホームページを通じて全ての書店の存在を確実にお伝えし、迷わず目的の本と巡り合える環境をご提供する。また、これによりアクセス数を集めてホームページ自体のメディアとしての力も同時に強化する。

・ホームページのへの版元からのリンクを増やす
版元からのリンクをお願いし、版元ホームページを起点にネット書店に流れている注文を青年部ホームページに誘導し、そこから店頭へと誘導する様にする。どうしても店頭で本を受け取ることが出来ない忙しい読者には青年部が選んだネット書店にリンクを張り、そのネット書店に誘導する様にする。また、これによりアクセス数を集めてホームページ自体のメディアとしての力も同時に強化する。
・ホームページのへの各県組合からのリンクを促す
最初に表示する位置を各道府県の県庁所在地にすることにより他道府県組合のホームページ内で自組合の地図として活用できる様になるので、これを利用して他道府県組合のホームページと連動できる様にする。

平成2９年度も引き続き一都三県との連動を目指す。

・店内在庫を表示できる書店を増やす

雑誌の在庫がわかる書店は現在１店舗だけである。あえて書籍の在庫を開示せずに雑誌だけを開示することも可能なので、これを積極的に増やしてゆく。なお、組合非加盟店の在庫も開示して該当店へのサービスを提供している。今年度もこれらの店に組合加盟を促してゆく。

・書店案内の充実

一部休日未登録店や店頭写真、店主写真がない書店が存在する。これらがなくなる様引き続き作業を行う。

・書店案内のメンテナンス

 書店の新規開店、閉店、営業時間・休日の変更等常時書店情報のメンテナンスを行う。

・広報機能を充実

ホームページを利用して「掘り出し選書」、「読者謝恩図書カード」や「書店くじ」等の企画を積極的に宣伝し、店頭への来店客の増加につなげる。

・改善資金の調達

 版元やその他企業からの広告を引き続き募集し、上記施策を実現する為の費用を調達する、また、宅配機能についても読者及び書店客注での利用の広告を行い、収益事業としてさらに展開してゆく。

(3) 店頭活性化委員会

○店頭の活性化・利益を生み出す企画・販売
版元だけではなく、他業種メーカー等と共に書店にメリットのある企画を検討していきたい。

『書店店頭発』の企画を提案し、ＮＥＴと連動した企画を今後も提案し、『書店発の』『書店のための』利益をもたらす企画を今後も検討していきたい。

○掘り出し選書

平成29年8月末に版元及び出展構成を再考し、販売実績の向上を計る。

書店からの要望で、商品構成の変化に乏しいという声に再度版元変更も考慮に入れ販売数の増加を図れるようにする。

また参加書店の見直しも行い、より積極的な書店に参加いただけるようにする。
○青年部推奨カレンダー販売

個店ではかなりお得意様が付いているようです。今年も継続して販売を予定。また、再度仕入れ価格交渉を行い利益向上及び販売数拡大を行う。

　
(エ)庶務委員会

○神保町ブックフェスティバル

次回も継続して出店を希望。前回より書店にとってメリットのある企画、そして物を売るということに加え、書店組合という組織をたくさんの方にアピールする企画を加えていきたい。

○リクレーション

　今期もバスハイク、ラフティング、すだて、筏釣り、釣り船など会員相互の懇親が深まる楽しい企画を一回実施する。
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1 青年部総会費 50,000 1 補助金収入 700,000

2 役員会費 50,000理事会費 2 事業収入 350,000

3 その他の会議費 140,000

監査会・企画会議 ブックフェスティバル収入

20,000

4 交通費（理事会） 200,000

カレンダー収入

15,000

5 交通費（出版社等） 100,000

企画会議 広告掲載収入

300,000

6 事務用品費 5,000

アフィリエイト収入

14,990

7 通信費 40,000 3 受取利息 10

8 新年懇親会費 30,000

9 レクリエーション費 50,000

11 その他の費用 384,520

FAX一斉同報サービス費

60,000

レンタルサーバー費

40,000

ＨＰ運営費

47,520

書店共有マスタ8640、e-

honランニング3240×12

ホームページ技術指導料

150,000

振込手数料

5,000

アフェリエイト分配金

12,000

東京都中小企業団体

青年部協議会費用

70,000

予備費 480

合　　　計 1,050,000 1,050,000 合　　　計

平成29年度　東京都書店商業組合　青年部

予　算　（案）

（自平成29年4月1日～至平成30年3月31日）

費用の部 収益の部

科目 科目
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損益計算書(28)

		平成28年度　東京都書店商業組合　青年部　決算報告書 ヘイセイ ネンド トウキョウト ショテン ショウギョウ クミアイ セイネン ブ ケッサン ホウコクショ

		損　益　計　算　書 ソン エキ ケイ サン ショ

		（自平成28年4月1日～至平成29年3月31日） ジ ヘイセイ ネン ガツ ニチ イタル ヘイセイ ネン ガツ ニチ

		費用の部 ヒヨウ ブ										収益の部 シュウエキ ブ

				科目 カモク				金額（円） キンガク エン		摘要 テキヨウ				科目 カモク				金額（円） キンガク エン		摘要 テキヨウ

		1		青年部総会費 セイネン ブ ソウカイ ヒ				635,817		89名参加 メイ サンカ		1		補助金収入 ホジョキン シュウニュウ				700,000

		2		役員会費 ヤクインカイ ヒ				48,457		理事会費 リジカイ ヒ		2		事業収入 ジギョウ シュウニュウ				2,410,168

		3		その他の会議費 ホカ カイギヒ				189,521		監査会・研修会　　　　　　　　企画会議等 カンサ カイ ケンシュウカイ キカクカイギ トウ						青年部総会収入 セイネン ブ ソウカイ シュウニュウ		622,000

		4		交通費（理事会） コウツウヒ リジカイ				252,000		理事会 リジカイ						カレンダー売上 ウリアゲ		137,673		売上未収入 ウリアゲ ミシュウニュウ

		5		交通費（出版社等） コウツウヒ シュッパンシャ トウ				98,000		出版社 シュッパンシャ						広告掲載収入 コウコク ケイサイ シュウニュウ		280,000

		6		事務用品費 ジム ヨウヒン ヒ				1,578								新年懇親会収入 シンネン コンシン カイ シュウニュウ		830,000		105名参加 メイ サンカ

		7		通信費 ツウシンヒ				28,188		掘出配送代 ホ ダ ハイソウ ダイ						レクリエーション収入 シュウニュウ		34,500

		8		新年懇親会費 シンネン コンシン カイヒ				665,152								ブックフェスティバル収入 シュウニュウ		482,490		10/29.30

		9		レクリエーション費 ヒ				214,386		40名参加 メイ サンカ						アフェリエイト収入 シュウニュウ		23,505		売上未収入 ウリアゲ ミシュウニュウ

		10		その他の費用 ホカ ヒヨウ				931,087				3		受取利息 ウケトリ リソク				2

						FAX一斉同報サービス費		37,730				4		雑収入 ザツシュウニュウ				30,870		H27年度支部会計
未収消費税返還分

						レンタルサーバー費		34,992

						ホームページ技術指導料		140,000

						振込手数料 フリコミ テスウリョウ		4,536

						東京都中小企業団体
青年部協議会費用 トウキョウト チュウショウ キギョウ ダンタイ セイネン ブ キョウギカイ ヒヨウ		65,000

						ＨＰ運営費 ウンエイヒ		47,520		書店共有マスタ8640、e-honランニング3240×12 ショテン キョウユウ

						カレンダー仕入 シイレ		121,068

						アフェリエイト分配金 ブンパイキン		18,682		未払金 ミバライキン

						ブックフェスティバル費 ヒ		461,559

		11		法人税負担金 ホウジンゼイ フタン キン				64,231





				小　　　計 ショウ ケイ				3,128,417						小　　　計 ショウ ケイ				3,141,040

				当期利益 トウキ リエキ				12,623

				合　　　計 ア ケイ				3,141,040						合　　　計 ア ケイ				3,141,040






貸借対照表(28)

		平成28年度　東京都書店商業組合　青年部　決算報告書 ヘイセイ ネンド トウキョウト ショテン ショウギョウ クミアイ セイネン ブ ケッサン ホウコクショ

		貸　借　対　照　表 カシ シャク タイ アキラ ヒョウ

		（平成29年3月31日） ヘイセイ ネン ガツ ニチ

		資産の部 シサン ブ						負債及び資本の部 フサイ オヨ シホン ブ

		科　　目 カ メ				金額（円） キンガク エン		科　　目 カ メ				金額（円） キンガク エン

		現　　金 ゲン キン				106,792		未払金（HP技術指導料） ミ バラ キン ギジュツ シドウ リョウ				40,000

		預　　金 アズカリ キン				6,196		未払金（アフリエイト分配金） ミ バラ キン ブンパイキン				20,803

				みずほ銀行 ギンコウ		6,196

		未収入金（カレンダー売上） ミシュウ ニュウキン ウリアゲ				137,673

		未収入金（アフリエイト収入） ミシュウ ニュウキン シュウニュウ				23,505

								次期繰越金 ジキ クリコシ キン				213,363

										前期繰越金 ゼンキ クリコシ キン		200,740

										当期利益 トウキ リエキ		12,623



		　合　　　　　計 ゴウ ケイ				274,166		　合　　　　　計 ゴウ ケイ				274,166

		以上のとおり相違ありません。 イジョウ ソウイ

		　　平成２9年　　月　　日 ヘイセイ ネン ガツ ニチ						東京都書店商業組合　青年部 トウキョウト ショテン ショウギョウ クミアイ セイネン ブ

								　　会　　長　　　　　　　　　　　　　㊞ カイ チョウ

								　　会　　計　　　　　　　　　　　　　㊞ カイ ケイ



		上記の内容は適正なることを認めます。 ジョウキ ナイヨウ テキセイ ミト						会計監査 カイケイ カンサ

										㊞








予算書(29)

		平成29年度　東京都書店商業組合　青年部 ヘイセイ ネンド トウキョウト ショテン ショウギョウ クミアイ セイネン ブ

		予　算　（案） ヨ サン アン

		（自平成29年4月1日～至平成30年3月31日） ジ ヘイセイ ネン ガツ ニチ イタル ヘイセイ ネン ガツ ニチ

		費用の部 ヒヨウ ブ										収益の部 シュウエキ ブ

				科目 カモク				金額（円） キンガク エン		摘要 テキヨウ				科目 カモク				金額（円） キンガク エン		摘要 テキヨウ

		1		青年部総会費 セイネン ブ ソウカイ ヒ				50,000				1		補助金収入 ホジョキン シュウニュウ				700,000

		2		役員会費 ヤクインカイ ヒ				50,000		理事会費 リジカイ ヒ		2		事業収入 ジギョウ シュウニュウ				350,000

		3		その他の会議費 ホカ カイギヒ				140,000		監査会・企画会議 カンサ カイ キカク カイギ						ブックフェスティバル収入 シュウニュウ		20,000

		4		交通費（理事会） コウツウヒ リジカイ				200,000								カレンダー収入 シュウニュウ		15,000

		5		交通費（出版社等） コウツウヒ シュッパンシャ トウ				100,000		企画会議 キカク カイギ						広告掲載収入 コウコク ケイサイ シュウニュウ		300,000

		6		事務用品費 ジム ヨウヒン ヒ				5,000								アフィリエイト収入 シュウニュウ		14,990

		7		通信費 ツウシンヒ				40,000				3		受取利息 ウケトリ リソク				10

		8		新年懇親会費 シンネン コンシン カイヒ				30,000

		9		レクリエーション費 ヒ				50,000



		11		その他の費用 ホカ ヒヨウ				384,520

						FAX一斉同報サービス費		60,000

						レンタルサーバー費		40,000

						ＨＰ運営費 ウンエイヒ		47,520		書店共有マスタ8640、e-honランニング3240×12 ショテン キョウユウ

						ホームページ技術指導料		150,000

						振込手数料 フリコミ テスウリョウ		5,000

						アフェリエイト分配金 ブンパイキン		12,000

						東京都中小企業団体
青年部協議会費用 トウキョウト チュウショウ キギョウ ダンタイ セイネン ブ キョウギカイ ヒヨウ		70,000

				予備費 ヨビヒ				480

				合　　　計 ア ケイ				1,050,000						合　　　計 ア ケイ				1,050,000
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